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第３回鳥取県国土強靱化推進評価会議の概要について 

令和３年３月２４日  
技 術 企 画 課 

 

3月15日に第３回鳥取県国土強靱化推進評価会議（有識者会議）を開催し、施策の進捗や近年の大規模

自然災害から得られた教訓、及び有識者の意見やパブリックコメント意見を踏まえて作成した「鳥取県国

土強靱化地域計画（第２期計画）案」について議論し、計画について了解を得ましたので、その概要を報

告します。今後、年度内に計画を策定し、公表を行うこととしています。 
 
 
１ 日時：令和３年３月１５日（月）午前１０時～正午 
２ 場所：鳥取県庁 特別会議室（議会棟３階） 
３ 鳥取県国土強靱化推進評価会議 委員                 （計画の施策分野順に記載） 

分野 氏名 役職等 備考 

行政 乾 秀樹 鳥取市危機管理部長（市長会）  

〃 高橋 裕次 日南町防災監（西部町村会）  

住宅・都市・環境 門脇 美鈴 鳥取県建築士会理事  

保健医療・福祉 田中 響 鳥取看護大学教授  

エネルギー 佐藤 憲治 中国電力㈱鳥取支社総務グループマネージャー  

産業・金融 倉光 千浪 倉吉商工会議所女性会理事  

情報通信 児玉 隆 NHK 鳥取放送局副局長  

物流 前田 裕明 一般社団法人鳥取県トラック協会専務理事  

農業 八木 雅人 鳥取県農業協同組合中央会 JA 支援本部経営支援部統括部長  

国土保全・交通 柗見 吉晴 鳥取大学 学長顧問（研究推進担当） 座長 

 
４ 開催概要 
（１） パブリックコメントの実施結果  
 〇実施期間：１月29日～2月19日 
〇意 見 数：14件  
〇主な意見： 
・孤立集落発生の防止のため、降雪による電柱、倒木等倒壊時における関係機関との連携が必要。 
・近年、短時間雨量が多くなる傾向にあると思う。大水害が起こる前に減災対策を考えて欲しい。 
・空き家や空き地、空き店舗対策が必要。 
・ブロック塀の倒壊対策が必要。 など 

 
（２） 第２期計画（案）の概要【計画期間R3～R7】 
〇施策の方向性 ※下線：新たな視点  

① 持続可能で強靱な県土づくりによるSDGｓの推進 
② 災害時における新型コロナウイルス感染症への対応（避難所における必要物資の備蓄、分散避難の啓発など） 
③ 日本海国土軸の形成と太平洋側との諸機能バックアップ（高速道路ミッシングリンク解消、4車線化など） 
④ ハード・ソフトを組み合わせた多重防御による地域づくり（耐震化や老朽化対策、流域治水への転換など） 
⑤ 交通・物流・人材ネットワークによる地域防災力の強化（防災リーダーの確保、支え愛マップなど） 
⑥ 行政、情報通信、エネルギー等の代替性・多重性の確保（再生可能エネルギー導入など） 
⑦ 国、自治体に加え、民間等の主体的な取組促進（住宅等の耐震化などを官民連携により推進など) 
⑧ Society5.0社会の技術の活用と国土強靭化のｲﾉﾍﾞー ｼｮﾝ（ｲﾝﾌﾗ維持管理に先端技術（IoTなど）の活用など） 

 
〇第2期計画の主な施策・KPI 
 

【第１期計画で進捗が遅れていた地域住民・民間事業者主体の主な施策】 

※ 住宅以外の建築物の耐震化率は、耐震診断義務付け対象建築物を評価対象とする 
 
 

施策（既存KPI） 2 期計画での取組内容 
策定時 
（R1年度末） 

目 標 
（R7年度末） 

担当課 

消防団員数 
市町村と連携し、消防団員や自主防災組
織の活動人員の確保・育成を図る 

4,865 人 5,129 人 消防防災課 

住宅の耐震化率 
建築士事務所協会や自治会等と連携
し耐震化を推進 

83.9％ 92.0％ 
住ま い ま ち

づくり課 

住宅以外の多くの者が利用
する建築物の耐震化率（※） 

建築士事務所協会等と連携して耐震化
を推進 

19 施設 
（70.4%） 

23 施設 
（85.0％） 

住ま い ま ち

づくり課 
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【第2期計画に新たに追加した主な施策・KPI（抜粋）】  

・新規ＫＰＩ数 ：58 項目（リスクシナリオの重複含む） <参考：重複なしでは 35 項目> 
・全体ＫＰＩ数 ：１期計画 約３６０項目→約３９０項目に増加（リスクシナリオの重複含む） 
・大規模自然災害との関連（１期計画の中間改定以降(H31.3)に発生した主な災害） ：災害①H30 年台風24 号、 
②R 元年房総半島台風（15 号）、③R 元年東日本台風（19 号）、④R2 年7 月豪雨、⑤R2 年12 月豪雪  など 
 

※【参考】      ： 追加施策に関連する KPI 設定のない取組 
※策定時の数値 ： 1期計画から継続する既存KPIが多数あることを踏まえ、実績値が確定しているR1年度末時点としている 
※委員意見    ：「鳥取県国土強靱化推進評価会議」での有識者の意見 

 
（３） 第３回推進評価会議の主な意見 

・豪雪による倒木・電柱倒壊対策について、進めていただきたい。 
・通学路等のブロック塀の倒壊対策の実現に向け、十分に検討いただきたい。 

   ・住宅の耐震化について、耐震化率が目標どおり上がっていけば、まさに国土強靱化につながっていく。 
・行政が一丸となって進める課題が多いと思う。各課連携を取りながら進めていただきたい。 
・第2期計画策定後は、市町村の計画の見直しが必要となるため、市町村と連携して支援する必要がある。 
※以上の計画実施に向けた意見をいただき、計画案について委員の了解をいただいた。 
 
 
＜第2 期計画を公表する技術企画課ホームページ：https://www.pref.tottori.lg.jp/243155.htm＞ 

追加施策 新規の重要業績指標（ＫＰＩ） 
策定時 
（R1年度末） 

目 標 
（R7年度末） 

担当課 

災害③、④ 
河川対策の推進 
（「流域治水」への転換など） 

河川の樹木伐採・河道掘削の対策箇所数 343 箇所 668 箇所 河川課 

堤防強化対策（堤防舗装等）の対策河川数 
－ 

（R2：整備中） 
４０河川 河川課 

【参考】流域の貯留機能向上（遊水地等）の検討 KPI なし    河川課等 

災害①、③ 
道路の防災・減災対策と
機能強化、及び道路ネッ
トワーク強化 

道路橋りょう長寿命化計画の推進 継続実施 継続実施 道路企画課 

避難路となる道路の防災・減災対策や機
能強化の実施箇所数 

－ 
(R2：18箇所整備中） 

95％ 
（18／19箇所） 

道路建設課 

緊急輸送道路強化の実施箇所数 
－ 

(R2：29箇所整備中） 
77％ 

（24／31箇所） 
道路建設課 

災害⑤ 
豪雪による倒木・電柱倒
壊対策 

【参考】豪雪（倒木等含む）による分断を防ぐ
ため道路除雪・啓開体制を整備。電柱等倒
壊時における中電・NTT等との連携強化 

KPI なし  道路企画課 

災害③、④ 
安全避難対策の推進 
（「流域治水」への転換など） 
 

河川水位計の設置基数 124 基 170 基 河川課 

浸水表示板設置の取組地区数 
－ 

（R2：2地区実施中） 
15 地区 河川課 

ﾀ゙ﾑ下流域で避難訓練、住民説明会等の実施 継続実施 継続実施 河川課 

【参考】住民が自ら避難基準を決める「避 
難スイッチ」の取組推進 

KPI なし  
危機管理 
政策課 

災害③、④ 
委員意見の反映 
避難所対策の推進 
（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策を含む） 

県の助成制度を活用して指定避難所の
環境整備に取り組む市町村数 

3 市町村 19 市町村 
危機管理 
政策課 

【参考】新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対策のための避
難所での物資備蓄、分散避難の啓発  など 

KPI なし  
危機管理 
政策課 

災害②、③(大規模停電)) 
災害時に役立つ、又は
強靱性の向上につなが
る再生可能エネルギー
等の整備等の支援 

とっとり EV 協力隊登録数 
（災害時の避難所等において、必要な電力を外部
給電により供給できるEV・PHV等の普及） 

42 台 80 台 
低炭素社会

推進課 

需要電力における再生可能ｴﾈﾙｷﾞー の割合 
（ｴﾈﾙｷ゙ ｲーﾝﾌﾗの途絶があっても、機能が維持でき
るよう太陽光発電や蓄電システムの活用） 

38.7% 
60% 

（R１１年度末） 
低炭素社会

推進課 

国基本計画との整合 
文化財保護の推進 

各市町村における文化財ハザードマッ
プの作成数 

－ 
（R2：市町村依頼中） 

19 市町村 文化財課 

国基本計画との整合 
市町村と連携した国土強
靱化の推進 

【参考】市町村の国土強靭化計画推進に 
向けた積極的な支援 

KPI なし 
（策定済み） 

 技術企画課 

創生戦略との整合 
タブレット等を用いた点
検等による効率的な維
持管理の実施 

未来技術を実装したプロジェクトによりイ
ンフラ維持管理の効率化を図った県内
自治体数 

1 市町村 12 市町村 技術企画課 

委員意見の反映 
空き家対策 
（災害発生時の倒壊防止等） 

市町村空き家対策協議会（法定協議会以外
の会議体等も含む）の組織化率 

73% 
（14/19） 

100% 
（19/19） 

中山間地域
政策課 

委員意見の反映 
医療人材の確保・育成 

看護職員数 10,023 人 10,434 人 医療政策課 
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 意見の概要 対応方針 担当課 
 
 
 
1 

「想定する断層」と「被害予測結果」に那岐山断
層帯の追加はできないか。 

県の地震・津波被害想定においては、将来の活動可能
性、予測される被害の大きさなどから、主に県内に存在す
る断層を対象断層に選定しており、遠隔地（県外）を震源と
する地震としては、本県内に及ぼす被害を勘案して山崎
断層帯（想定規模 M7.6）を選定しています。那岐山断層帯
（想定規模 M7.3）は、当該断層に近接し、想定地震規模が
山崎断層帯よりも小さいことから本県の地震・津波被害想
定の対象とはしていません。 

危機管理政
策課 

 
 
2 

孤立集落発生の防止のため、降雪による電柱、
倒木等倒壊時における関係機関との連携（が
必要）。 
（※パブリックコメント用資料（計画案概要版の
脆弱性評価）に対して、下線部の追記が意見） 

令和2 年12 月の豪雪では、県内で倒木・電柱倒壊によ
る孤立集落が多数発生したことから、「積雪による倒木」に
ついても新たな課題として計画案に盛込んでいます（脆弱
性評価の総括に記載あり）。ご意見の箇所では電柱等倒壊
という記載としていますが、よりわかりやすい計画となるよ
う「倒木」の文言を追加します。 

道路企画課 

 
3 

近年、短時間雨量が多くなる傾向にあると思う。
大水害が起こる前に減災対策を考えてくださ
い。 

近年、豪雨が頻発化・激甚化しており、全国各地で毎年
のように洪水被害が発生しています。このため、河川整備
や樹木伐採・河道掘削、河川堤防強化対策（堤防舗装等）
等を推進しており、計画案に盛り込んでいます。 

河川課 

 
4 

千代川と大路川の合流地点の改修、千代川部
の河川敷の浚渫が必要。 

河川整備や樹木伐採・河道掘削、河川堤防強化対
策（堤防舗装等）等を推進しており、計画案に盛込ん
でいます。具体の提案箇所については、関係課で情
報共有し関連する施策の参考とします。 

河川課 

5 大路川右岸と左岸の堤防の高さに違いがあります。左
岸の方が低いので、右岸と同じ高さにしたほうが良い。 

同上 河川課 

6 千代川中流域から下流域の河川敷の浚渫を要する
と思う。（20～30 才の頃（40～50 年前）と現在の河川
敷の高さが1m以上高くなっていると思う） 

同上 河川課 

 
 
 
7 

空き家や空き地、空き店舗対策（が必要）。  空き家・空き施設は、倒壊により住民への被害はも
とより、道路を遮断し緊急時の避難等の妨げとなるこ
とから、空き家所有者に対する建物の適正管理の周
知や所有者不明空き家の所有者調査の迅速化等に
ついて、県と市町村とでつくる「鳥取県空き家対策協
議会」や、市町村が有識者や地域の代表者等と話し
合う場（市町村空き家対策協議会等）で検討を進める
ことを、計画案に盛込んでいます。 

中山間地域
政策課 

 
 
 
8 

ブロック塀のひび割れが修繕されず倒壊しそう
だ。地震が起きてブロック塀の下敷きで死者が
出てからでは遅すぎる。大阪北部地震では小
学生の女児がブロック塀の下敷きで亡くなって
いる。 

第１期計画の中間改定時（H31.3）に、大阪北部地震を踏ま
えて、公立学校及びその通学路における安全性に問題のあ
るブロック塀の撤去・改修を施策に盛込み、対応を進めてい
ます。公立学校のブロック塀について対応完了済みで、通
学路のブロック塀については引き続き取組を推進することと
しています。なお、危険と思われるブロック塀がありました
ら、お住まいの市町村まで連絡をお願いします。 

教育環境課 
 
住まいまち
づくり課 

 
 
 
9 

計画案の「地域における防災や避難所運営を行うリ
ーダの確保・育成や、支え愛マップの作成などによ
る自主防災活動を推進する必要がある。」を、「地域
における防災や避難所運営を行うリーダの確保・育
成や、地区防災計画の作成などによる自主防災活
動を推進する必要がある。」に修正できないか。 
（理由：支え愛マップの作成は、地区防災計画
に内包できるため等） 

本県においては、地域の防災力の強化のための
取組として、より実行性のある「支え愛マップ」などの
取組を推進することとしており計画に位置付けていま
す。なお、地区防災計画については、各市町村と地
域住民、事業者の自主的な取組であることから、自主
防災活動に係る施策目標（KPI）としては、地域防災
の推進を担う自主防災組織の組織率を設定し、取組
を推進することとしています。 

危機管理政
策課 

 
 
10 

KPI に自主防災組織率だけでなく、地区防災計
画の作成自治会率を追加してほしい。 
（理由：自主防災組織の活動が形骸化しないこ
とと、男女共同参画の観点を盛り込んだ地区防
災計画作りが必要なため） 

同上 危機管理政
策課 

 
 
 
11 

Society5.0 社会の技術の活用にはドローン画像
や位置情報の公開も必要。被災箇所の写真や
避難所の平面図の公開、市町村のオープンデ
ータの推進（が必要）。 
（例） 
・被災写真をオープンデータとすることで、防災講

座の資料や地区防災計画に使える。 
・避難所の平面図を公開することで避難所 HUG な

どの開催時に実際の避難所想定がしやすい。 

災害対応、被災状況に係る情報はセンシティブな
内容となることが多いため、ただちにオープンデータ
とすることは考えていません。なお、避難所情報につ
いては、指定、開設の主体である市町村から報告さ
れる指定避難所や指定緊急避難場所の所在情報に
ついて公開をしているので、参考としてください。 

危機管理政
策課 

 
 
 
12 

統合型 GIS の導入、地理空間情報の活用も含
めてほしい。 
（例） 
・統合型GIS を導入することで災害図上訓練DIG(支

え愛マップ)の作成にも役立つ。 
・避難所や AED の設置施設の座標を公開する

ことで、多くのアプリケーションで利用できる。 

統合型GIS として「とっとり Web マップ」を導入しており、
ハザードマップや道路通行止め箇所等、災害時に役立つ
情報を掲載しています。なお、災害対応における統合型
GIS や地理空間情報などの電子データの活用について
は、国や各種研究機関等においても研究中のものであり、
今後の動向を踏まえて対応を検討していくことが想定され
ますが、現時点ではその方向性や詳細は不明であるため
計画案には記載しません。なお、具体の提案について
は、関係課で情報共有し関連する施策の参考とします。 

危機管理政
策課 
 
情報政策課 

13 官民データ活用推進計画策定の推進（が必要）。 
 

都道府県官民データ活用推進計画については、
防災・減災についても盛り込んだ上で、今年度の策
定を予定しています。 

情報政策課 

14 植栽の管理・除草作業・排水桝・排水溝等の維
持管理（が必要）。 

植栽管理・除草、排水桝・排水溝等の維持管理について
は、通常の維持管理業務で実施しています。 

道路企画課 

 ■鳥取県国土強靱化地域計画（第 2 期計画案）係るパブリックコメントの実施結果について 
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契

　
約

　
の

　
相

　
手

　
方

契
　

約
　

金
　

額
工

　
　

　
　

　
期

契
約

年
月

日
変

更
理

由

道
路

建
設

課
米

子
市

（当
初

契
約

額
）

令
和

2年
4月

15
日

(当
初

契
約

年
月

日
）

西
部

総
合

事
務

所
和

田
町

11
0
,6

60
,0

00
円

  
～

令
和

2年
4月

14
日

-
米

子
県

土
整

備
局

令
和

2年
12

月
28

日

（第
1回

変
更

後
契

約
額

）
（
第

1
回

変
更

契
約

年
月

日
）

12
1
,1

65
,0

00
円

  
令

和
2年

8月
28

日
（変

更
額

）
10

,5
05

,0
00

円
  

（変
更

後
工

期
）

（
第

2
回

変
更

契
約

年
月

日
）

令
和

3年
2月

1
日

令
和

2年
12

月
21

日

（第
3回

変
更

後
契

約
額

）
（
第

3
回

変
更

契
約

年
月

日
）

12
3
,9

07
,3

00
円

  
令

和
3年

2月
1日

（変
更

額
）

2
,7

42
,3

00
円

  

熱
中

症
対

策
に

当
た

り
、

真
夏

日
日

数
に

応
じ

た
経

費
の

補
正

を
行

っ
た

こ
と

に
よ

る
工

事
費

の
増

隣
接

工
事

の
街

路
葭

津
和

田
町

線
舗

装
工

事
（
３

工
区

）が
現

場
出

入
口

で
舗

装
工

事
を

行
っ

た
こ

と
に

伴
い

、
現

場
に

工
事

車
両

が
出

入
り

す
る

こ
と

が
で

き
ず

、
路

体
・路

床
盛

土
及

び
擁

壁
工

の
施

工
が

行
え

な
か

っ
た

こ
と

に
よ

る
工

期
延

伸

街
路

葭
津

和
田

町
線

改
良

工
事

（
１

３
工

区
）（

防
災

安
全

交
付

金
）（

国
補

正
）

有
限

会
社

松
本

建
設

代
表

取
締

役
　

松
本

　
将

治

場
所

打
擁

壁
工

の
地

盤
改

良
（置

換
工

）の
施

工
に

お
い

て
、

灌
漑

期
に

伴
い

地
下

水
位

が
想

定
よ

り
高

か
っ

た
こ

と
か

ら
ヤ

ー
ド

内
の

排
水

処
理

工
が

必
要

に
な

っ
た

こ
と

に
よ

る
工

事
費

の
増
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 【
変

更
分

】
県

土
整

備
部

　
主

　
務

　
課

工
　

　
　

事
　

　
　

名
工

事
場

所
契

　
約

　
の

　
相

　
手

　
方

契
　

約
　

金
　

額
工

　
　

　
　

　
期

契
約

年
月

日
変

更
理

由

空
港

港
湾

課
鳥

取
市

（当
初

契
約

額
）

令
和

2年
3月

27
日

(当
初

契
約

年
月

日
）

港
町

29
1
,5

00
,0

00
円

  
～

令
和

3年
3月

26
日

-
地

先
令

和
3年

1月
15

日

（第
1回

変
更

後
契

約
額

）
（変

更
後

工
期

）
（
第

1
回

変
更

契
約

年
月

日
）

30
8
,8

69
,0

00
円

  
令

和
3年

3月
25

日
令

和
3年

1月
13

日
（変

更
額

）
17

,3
69

,0
00

円
  

（第
2回

変
更

後
契

約
額

）
（
第

2
回

変
更

契
約

年
月

日
）

31
1
,9

31
,4

00
円

  
令

和
3年

2月
10

日
（変

更
額

）
3
,0

62
,4

00
円

  

第
３

防
波

堤
の

撤
去

し
た

基
礎

材
の

港
内

仮
置

き
の

た
め

、
航

行
安

全
対

策
（灯

浮
標

）
を

設
置

し
た

こ
と

に
よ

る
工

事
費

の
増

・西
浜

航
路

供
用

開
始

に
向

け
た

航
行

安
全

施
設

（標
識

灯
）の

製
作

に
よ

る
工

事
費

の
増

・上
記

標
識

灯
製

作
を

追
加

し
た

こ
と

に
伴

う
工

期
延

伸

鳥
取

港
第

３
防

波
堤

撤
去

工
事

（補
助

）（
国

補
正

）
八

幡
コ

ー
ポ

レ
ー

シ
ョ

ン
株

式
会

社 代
表

取
締

役
　

玉
木

　
裕

一
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